
                        

様式第 1号 

会 議 録 

 

会議の名称 令和 4年度 第 1回所沢市立所沢図書館協議会 

開催日時 令和 4年 5月 20日（金）午前 10時～11時 15分 

開催場所 中央公民館 学習室６号 

出 席 者 の 氏 名 熊本純利、喜多濃定人、齋藤千里、河本直子、針生清美、秋本敏、 

髙橋宏司、及川道之 

欠 席 者 の 氏 名 内山直樹、藤本浩志 

説明者の職・氏名  

 

議 題 

 

（１）視聴覚資料（ＣＤ・ＤＶＤ）の貸出しについて 

（２）郷土資料のデジタル化（保存・収集・提供）について 

（３）その他 

 

会 議 資 料 

 

・第 1 回所沢市立所沢図書館協議会次第 

・所沢市立所沢図書館設置条例施行規則新旧対照表（案）【資料 1】 

・郷土資料デジタル化（保存・収集・提供）について【資料 2】 

・郷土資料のデジタルアーカイブ等の提供機関一覧【参考 1】 

・第２次所沢市図書館ビジョン（Ｒ１～Ｒ６）【参考 2】 

・令和３年度所沢市立所沢図書館分館モニタリング実施調査【資料 3】 

担 当 部 課 名 

 

教育委員会 教育長 中島秀行 

部長  千葉裕之 

次長  皆川博幸 

所沢図書館 館長  古田晃一 

  主査  下村恵利子  主査  小澤朋子 

      主査  荒井英子   主査  桑名慎一郎 

      主査  吉田隆幸   主任  鎌田優子 

              所沢図書館 電話 04-2995-6311 

 

 

 

 

 

 



                        

様式第２号 

 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

事務局 

 

教育長 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

１ 開 会 

   

２ 挨 拶 

 

以下、会長が議長となり進行 

 

協議に先立ち、会議の公開については、規定により原則公開となっている。

この会議について公開としてよろしいか。 

 

 委員了承   

 

 ※傍聴者なし 

 

会議録署名人は、針生委員、河本委員とし、記録方法については、要点筆記

とする。 

 

 （委員一同了承） 

 

 資料の確認 

 

３ 議事 

⑴ 視聴覚資料（ＣＤ・ＤＶＤ）の貸出しについて 

利用者から、貸出点数を増やしてほしいとの要望がある。そこで、現状の視

聴覚資料を合わせて２点までという貸出点数について、所蔵数が比較的多く、

利用者からの要望も多い音響資料（ＣＤ）を３点まで、所蔵数が少ない映像資

料（ＤＶＤ）については２点までという別々の枠として設定することについて、

ご意見を伺いたい。 

 

資料の「一人あたり」というのは何の数字なのか。人口という意味か。 

 

人口で割りだした数字である。 

 

予算を従来よりも充てる計画はあるのか。 

 



                        

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

 

会 長 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

会 長 

 

 

 

 

予算は毎年同額であり、昨年度はＣＤ550点、ＤＶＤ100点を購入した。 

 

それでは他市と比べて格差が埋まらないと思うが改善プランはあるか。 

 

ネット化が進んでいる状況もあるので増やす予定はない。 

 

視聴覚資料の購入選定については、どのようにしているのか？ 

 

ＣＤについては市販で入手可能なものの中から利用状況を踏まえて、クラシ

ックやポピュラーなど、バランスをとって満遍なく購入している。 

 

ＣＤとＤＶＤとあわせて合計５点でよいか。 

 

その理解で間違いない。 

 

ＣＤやＤＶＤを増やしてほしいと要望した利用者の年齢層は中高年が多いの

か。 

 

市長への手紙やアンケートは年齢未記載のものも多いので、正確には把握し

ていない。ただ、利用状況から高齢の方が多いと推測される。 

 

高齢者はネットを見るのが難しく、高齢になるほど恩恵から外れるのでは。

高齢の方に手厚い考え方があっても良いのでは。 

 

貸出点数が増えるということなので、高齢者の方にも手厚くなっているので

は。 

 

点数の根拠は？他市は合わせて５点など選択できるが？ 

 

ＤＶＤは所蔵数が少ないので貸出点数を増やすのは難しい。ＣＤはニーズが

若干違うので増やせる余地がある。 

 

協議会としての意見をまとめたい。提案に対し、異議はあるか。 

 

（一同異議なし） 

 

協議会としては、「視聴覚資料の貸出点数の改正」に同意する。 



                        

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委 員 

事務局 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

 

会 長 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

規則改正の手続きの後、教育委員会会議で報告後、利用者へ周知していく。 

 

⑵ 郷土資料のデジタル化（保存・収集・提供）について 

 「第２次所沢市図書館ビジョン」において、資料収集と蔵書構成の充実の具

体的な取り組みとして、「デジタルアーカイブ化の推進」を挙げている。郷土

資料のデジタル化を進めていきたいと考えているが、他部署との連携や費用面

など課題が多い。デジタル化をする資料やその進め方についてご意見をいただ

きたい。 

 

 予定している具体的な資料はあるか。 

 候補としては家庭新聞。膨大な量になるのでただちに進めるには至っていな

い。どの分野から進めた方が良いとの意見があれば伺いたい。 

 

 建築学会は江戸時代の設計図等のアーカイブ化にあたり、勉強をかねて学生

がＰＤＦ化している。システム構築は外部に任せるべきだが、ＰＤＦ化は学生

に協力依頼したらどうか。他部署と重なる部分と重ならない部分があるが、連

携が大事。他県の郷土資料館では昭和初期のごみ収集車の写真を問い合わせた

ところ、電話一本でパソコンへ画像を送ってもらえた事例があった。 

 

 毎年恒常的に続けるのか今回限りか。 

 

 短期でできるものではないので長期的になる。課題として委託化には予算が

かかり、進めたい気持ちはあるが、どのようなところから進めたら良いか伺い

たいというものである。 

 

 恒常的な予算が取れるなら、専従スタッフの常駐が望ましい。何が必要な資

料かは人それぞれ違う。残す資料の優先順位が大事。 

 

 優先順位について意見はあるか。 

 

 資料的には劣化が著しいものから。家庭新聞は新聞のかたちをしているのか。 

 

 そのとおり。 

  

利用者目線としては市全体として何をデジタル化するか他部署と方針を統一



                        

 

 

委 員 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

した方が利用しやすい。個人的には過去の風景や地図がニーズが高いと思う。 

 

 銀座通り商店街の写真の資料が野老澤町造商店や角川などに分散され、集約

されていないのがもったいないと感じた。資料の分散を連携によって１つにす

ることが大切。図書館に行けば必ず見つかる、となると利用も増えるのでは。

ぜひ長期的な視点ですすめてほしい。 

 

 家庭新聞から無償のデータ提供は難しいのか。 

 

 ２０１８年の廃刊の際、デジタル化の許可はとっている。 

 

 他市の図書館との連携は検討しているのか。 

 

 県が開催した新しいタイプの図書館検討有識者会議では、県立図書館がコー

ディネーター役となって、市町村のデジタル化をすすめることが具体的なサー

ビスの事例として示されているので、注視していきたいと考えている。 

  

 

⑶ その他 所沢図書館分館モニタリングの実地調査について 

（概要説明） 

 

 狭山ケ丘分館はもう少し工夫できると感じた。他の分館の良いところを取り

入れたらどうか。 

 

地域ごとに特色を生かしながら運営されていた。富岡分館の職員と利用者の

自然な挨拶が印象的だった。コミュニケーションの場所として集まるという意

義もある。工夫できることはもっとあると感じた。アンケートでは、所沢分館

で視聴覚コーナーの前のコミュニティ広場で、夕方子ども達がうるさいとの意

見があったが、図書館だけで解決するのは難しいと感じた。 

 

 

４．報告事項 

⑴その他 ビデオテープの館外貸出について 

（概要説明） 

 

令和４年３月３１日に館外貸出を終了した。混乱や苦情はなし。所沢分館の

館内利用は継続。 



                        

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

副会長 

 

 

 

⑵ その他 狭山ケ丘分館の夜間開館について 

（概要説明） 

 

令和４年４月から木曜日午後７時までの開館を開始。ＨＰやポスターで周知。 

 

 

⑶ 令和３年度国会図書館からのお礼状について 

 

令和３年度に、国立国会図書館レファレンス協同データベースに登録した件

数が１２０件、所沢図書館の事例が 559,090 件閲覧されたことで、一定数を超

えたため、お礼状をいただいた。機会があればＨＰからご覧いただきたい。 

 

 

⑷ 次回協議会の日程について 

 

 

閉会挨拶 

 

 

５ 閉会 

 

 

 

 

 


